らう かと。 まあ、 兄い さん、 黙って 聞いて ゐて 下さい _ 

それが 生存す る だら うかと 云 ふ 事と、 それから それが 

生存したら、 人間と 猩々 とが 同一 の 祖先 を 有する と 云 

ふ 一番 明瞭な 証拠で は あるまい かと 云 ふ 事と、 この 二 

つ を 問 ひに 遣った のです。 わたし は ひどく 此 問題に 熱 

中して ゐ たもので すから、 往来 を 誰が 通らう と、 大抵 

そんな 事 は 構 はずに ゐ ました。 わたし は 鍛冶屋 町の 道 

傍に 腰 を 掛けて、 そんな 問題に 就いて 沈思して ゐ まし 

た。 或 日の 事、 丁度 ェナの ヘッケル 先生の 所から 手紙 

が 来て、 こんな 事が 云って ありました。 さう 云 ふ 試験 

を 実行す るに は、 随分 困難な 事 晴 も あらう と 思 ふが、 



それ は 問題外と して、 よしや 其 試験が 出来て 生存す る 

に堪 へる 子が 生れた としても、 先生 自己の 意見で は、 

それで 問題の 核心に 肉薄し 得た ものと は 認められない 

と 云 ふので すね。 其 点 はわた し 先生と 大いに 所見 を殊 

にして ゐ たのです。 わたし は ご 

兄 は 己 を 抑制す る やうに、 手 を 己の 臂の 上に 置いた _ 

「ねえ、 お前。 お前の 今 言って ゐる 事に は、 大いに 詩人 

的 空想が 手伝 つて ゐ るの だら うね。 己 はさう ありたい 

と 思 ふの だが ご 

「ぃゝ え。 大 違です。 なんなら 内で 先生の 手紙 を 見せ 

て 上げ ませう ご 



わたし は 頭 を 挙げて 其方 を 見ました。 見れば 年を取つ 

た 方の 尼さん が、 丁度 ソ ドムでの ロトの 妻の やうに、 

振り上げた 手に 蝙蝠傘 を 持って、 凝り固まった やうに 

立って ゐて、 しゃがれ た 声で 繰り返す のです。 Mon 

diep mon dieu, que faites —— vous done, monsieur? 

que faites, faites, fai —— aites —— vous cionc? わたし は 

又 自分の 抱いて ゐる女 を 見ました。 蒼い 顔と 瞑った 目 

と を 見ました。 併し 妙な 事に は キス をし ない 前 程 美し 

くはありませんでした。 それから、 え、、 それでお し 

まひでした。 わたし は 逃げ出しました ご 

兄 も 己 も 大ぶ竪 町 を 通り越して ゐた。 そこで 黙って 
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